
（別紙３）

～ R8年　３月　３１日

（対象者数） 24 （回答者数） 24

～ R8年　３月　３１日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・複数の部屋があるため、死角にならないよう安全に

気を付けて部屋を活用していきます。

・感覚過敏などお子様のアセスメントをスタッフ間で

共有しニーズに沿った環境設定を行っていきます。

2

・保護者様からお子様の要望も聞き取りながら楽しく

社会経験

を積めるように活動プログラムを作成していきます。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・ペアレントトレーニングなど子育てに関する研修の情報提

供するとともに、保護者会などで相談ができる体制づくりを

検討していきます。

2

・地域の児童センターや保育園、またはこれまで関わりの

あった園にご協力いただき交流の機会を設けていきます。

3

室内が広く、部屋も複数あるため特性や子に合わせた

環境設定が作りやすい。近くに公園もあるため外遊び

が柔軟に対応できる。

・課題ごとに静の活動・動の活動で分けています。ま

た、年齢別に過ごせるように部屋とスタッフさんを分

けて落ち着いて活動に取り組めるように療育を行って

います。

・クールダウンする場所または個別で支援する際には

個室の空間を使用しています。

おでかけを含む様々な課題を取り入れながら活動プロ

グラムを作成している。

・祝日は遠出をしたり、公共交通機関を（モノレー

ル・バス）

使っておでかけなど公共施設で活動する経験がたくさ

ん出来るようにプログラム内容を検討しています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・ペアトレーニングに係る研修などの情報提供を行っている

が

事業所でのペアレントトレーニングは実施が難しい。

・ペアトレーニングを実施できる専門スキルを持つスタッフ

が不足していると考えています。

保育園や幼稚園など地域交流が少ない。 保育園との交流の日程調整を毎年行っていたが、感染症や調

整

が合わず中止となっています。事業所の活動プログラムもあ

り中止となった年度内に他園と交流を再検討が困難な状況。

R8年　２月　２３日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R8年　３月　３１日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援みらすくキッズHOME

○保護者評価実施期間
R8年　２月　２３日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表



（別紙４）

児童発達支援みらすくキッズHOME
公表日 　　　　　年　　　月　　　日

利用児童数 　　　　　令和8年　　　3月　　　1日 回収数 24

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

24

部屋がいくつかあり広いです。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

22 1 1

言語聴覚士がいてほしい。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いま

すか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や情報

伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。 24

活動中はあちらこちらに興味が行かないよ

うに目の前に仕切りを入れるなどの工夫が

されている。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。ま

た、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

24

清潔で掃除がいきわたっていると思う。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が

受けられていると思いますか。 

23 1

・2と同様に言語聴覚士がいてほしい。

・個別課題では子どもの特性にあった内容

だと思う。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っ

ていると思いますか 。
23 1

支援プログラム以外の支援があります

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析

された上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思いま

すか。 24

作成されていると思います

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内容

からこどもの支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援

内容が設定されていると思いますか。
24

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

24

視覚的スケジュールや、指先トレーニン

グなど、いろいろな課題があります。

楽しそうです！

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思います

か。
23 1

いろんな活動プログラムがあっていいと

思う。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活

動する機会がありますか。

11 2 1 10

保育園側が外部との面談を断るため交流

ができない。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について

丁寧な説明がありましたか。

23 1

契約する際に丁寧な説明があった。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

24

説明がありました。

14
事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング

等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われていますか。
16 3 2 3

仕事で参加が難しいですが、月1回、保育

参観があります。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況につ

いて共通理解ができていると思いますか。

22 2

モニタリングで子どもの状況を伝えあっ

ている。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

21 2 1

電話や会議などで親身になって相談にの

てくれます。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

22 2

帰りの送迎時に、今日の様子での支援方

法などの申し送りがあり参考にしています

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の

機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向

けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるな

ど、きょうだいへの支援がされていますか。

19 3 2

イベントに参加したことがないからわか

らない。

毎年のイベントには絶対に参加していま

す。楽しいです。

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されていると

ともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説

明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

22 2

管理者さん、スタッフさんに悩みを聞い

もらっています

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思

いますか。
22 1 1

送迎や会議などでお話があります

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等

の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されて

いますか。 23 1

SNS等で写真等が投稿されていたり、連

絡帳で丁寧に報告がされているのでわかり

やすい。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

23 1

分からないが、さていると思う

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されています

か。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。 18 2 4

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練

が行われていますか。
22 2

年に２回あると聞いています。

カレンダーに避難訓練の日が記載してあ

ります

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安

全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。
22 1 1

送迎時や会議などで、スタッフさんや管

理者の方からお話を聞いています。

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故

が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。

22 1 1

怪我したときはきちんと報告がある。

27 こどもは安心感をもって通所していますか 。

23 1

車に乗ると頭が痛いという日があると聞き

ました。不安なのかなと思いました。

スタッフさんが優しいです。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。

23 1

たまに行きたくないと言い続ける日があ

ります。

・早くみらすくに行きたいと楽しみにして

います。課題が充実しています。

29 事業所の支援に満足していますか。

23 1

言語訓練がしたいが専門性のある支援に

不足を感じる。

・毎日楽しみに通うことができています！

ここを選んで良かったです。

・未就学児だけの子供たちが通われている

のでとても魅力です。

非

常

時

等

の

対

応
ご意見ありがとうございます。

保育園や幼稚園、ご自宅と共有しながら怪

我の状況に応じて迅速にお伝えしていま

す。

保

護

者

へ

の

説

明

等

満

足

度

ご意見ありがとうございます。

毎日の清掃と合わせて、感染症予防のため

玩具のアルコール消毒も行っています。

ご意見ありがとうございます。

個別課題では保護者からのお話を踏まえお

子様のニーズに合わせて取り組んでいま

す。
支援プログラム通りに行っております。

保護者様のアセスメントやお子さんの様子

を見ながらスタッフと会議を行い計画書を

作成しております。

環

境

・

体

制

整

備

適

切

な

支

援

の

提

供

急な相談にも、お電話や会議をもって対応

させていただいております。

個別支援計画書通り、お子さん１人１人に

あった療育を設定しております。

個別支援計画書通り、お子さん１人１人に

あった療育を行っております。

ご意見ありがとうございます。

毎月、年間行事と合わせてミーティングを

行いプログラムを作成しています。

ご意見ありがとうございます。

保育園さんと協議を重ねて交流をしていき

たいと考えています。また、ハロウィンめ

ぐりでは地域の相談支援事業所や飲食店に

協力していただき交流を目的に行事を行っ

ています。

ご意見ありがとうございます。

契約時は初めて事業所を利用されるお子様

もいますので丁寧な説明を心がけていま

す。

モニタリングなどで再度確認等、行ってお

ります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

療育室・お昼寝部屋・遊び部屋として

「動と静」に分けております。

ご意見ありがとうございます。

職員は配置基準通りの配置数となっていま

す。また、専門職は理学療法士のみとなっ

ており言語聴覚士の在籍はなく配置できて

いない状況です。今後、可能な限り配置を

検討したいと考えています。

ご意見ありがとうございます。

それぞれの特性に応じて集中しやすいよう

に等様々な環境設定を行っています。

月１回の家族会を設けております

ご意見ありがとうございます。

モニタリングの他、申し送りや連絡ノー

ト、お電話でお伝えしています。

急な相談にも、お電話や会議をもって対応

させていただいております。

送迎時の申し送りや会議にて、お子さんの

成長に変化がある際には、その都度お伝え

をしております。

クリスマス会や夏祭りでのご家族参加型イ

ベントを毎年開催しています。また毎月、

保育参観と保護者会を開催していますが参

加人数や感染症により中止することがござ

います。多くの保護者様、ご家族と交流が

できるように検討していきます。

ご意見ありがとうございます。

お子様の状況や気持ちに寄り添って楽しく

活動が行えるように心がけています。

ご意見ありがとうございます。

特に保育園に通われているお子様は保育園

での活動を優先にお子様自身の気持ちを尊

重して安心して通所出来るように配慮して

います。

ご意見ありがとうございます。

言語聴覚士が在籍していないためお子様の

ニーズに合った支援に不足が感じられたと

思います。今後もお子様・保護者様のニー

ズに沿った療育を行っていきます。

急な相談にも、お電話や会議をもって対応

させていただいております。

ご意見ありがとうございます。

今後もインスタグラムやお手紙で情報を共

有させていただきます。

事業所の鍵付き書庫へ保管しています

ホームページに掲載しております。

年に２回避難訓練を実施しています

会議や、お電話、スタッフからの申し送り

等、支援内容をお伝えしております。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

みらすくキッズHOME
公表日 　　　　　年　　月　　日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1
利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切である

か。
7

・定員に対して十分なスペースが確保されていると思います。

・

・児童の人数によって２階のスペースも合わせて使うなどもっ

と

工夫していきたい。

2
利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切で

あるか。
6 1

・適切に配置できていると思います。 ・１日の定員に変動があるため、個別で活動する担当スタッフ

さんなど朝礼でしっかり流れを打ち合わせ怪我や事故の内容に

取り組みます。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっ

ているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バ

リアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切になされて

いるか。

7

・外玄関にはスロープが設置されています。玄関の段差以外は

室内もフラットなつくりになっています。

・当日の活動の流れを絵カードを貼って視覚的に分かりやすく

工夫しています。

・触ってはいけない場所や並ぶ場所など絵カードで分かりやす

くしている。

・児童が分かりやすくポップを貼って何の部屋か認識出来る。

・ドアの隙間は事故防止クッションやカバーを設置しているが

安全計画書と合わせて点検しながら見直していきます。

4
生活空間 は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっている

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっているか。

7

・毎日の清掃、整理整頓は徹底しています。

・こども達の活動や遊びに合わせてスペースを区切るなどして

います。

・月１のエアコン掃除や療育終了後の清掃、アルコール消毒を

行っている。

・目の届く場所に危険なものがないよう心がけている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが

認められる環境になっているか 。

7

・個室としても使用できる部屋を用意しています。

・課題の時間中、周りの子の様子が気になり集中しにくい場合

は仕切りを使うなどして空間を分けて対応しています。

２階の部屋も使い子の特性に合わせた環境作りを行っていきま

す。

6
業務改善を進めるための PDCA サイクル( 目標設定と振り返

り)に、広く職員が参画しているか。

7

・振り返る時間を全スタッフが確保できるように業務分担をし

ながら共通認識できるようにしていきます。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会

を設けており、その内容を業務改善につなげているか。
6

・職員会議で時間を設け、話し合い業務改善に繋げています。

・ミーティングにて意向の確認をし共有している。

・評価を全スタッフで読み合わせ確認しています。不足だった

点は話し合いを行い改善できるように会議の場を設け保護者

様・事業所内でフィードバックを行っていきます。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務

改善につなげているか。 
6 1

・ミーティングや朝礼にて行う。

・毎月の職員会議で、業務について意見を出し合い改善に繋げ

ている。

月に一度のスタッフ会議で業務改善で話し合いを行っているが

その都度できたことできなかったことをさらに話し合っていき

たい。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげ

ているか。
2 5

・運営指導による評価のもと、業務改善に繋げている。 ・現在のところ、第三者による外部評価は実施していないが必

要

性を検討した上で、今後体制を整えていきます。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人

内等で研修を開催する機会が確保されているか。
7

・外部研修も積極的に参加し、受講した内容を職員間で共有し

ています。

・時間が限られている中、事業所内やオンライン研修に参加し

ている。

研修内容を報告書で作成しているが共有が難しい場面があるた

め

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。

7

・５領域に沿った支援プログラムを作成して書面で保護者へ配

布、ホームページでも公表しています。

・周知不足も見られるため、契約時やSNSでも周知していきます。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと

保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発達支

援計画を作成しているか。 7

・日々の児童の経過記録を基にアセスメントを行い、保護者か

ら日常の様子やご希望を聞きながら支援計画を作成していま

す。

・見学時の様子や保護者からの聞き取り、児童との関わりの中

からアセスメントが分かりやすく計画書に反映されている。

ミーティングの中で基本情報や聞き取りの内容を共有し計画を

たて

ています。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけで なく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下

で、こどもの最善の利益を考慮した検討が行われているか。 7

・児童の日々の様子を職員間で共有し、課題に応じた支援方法

を検討しています。

・職員間で情報交換がされている。

ミーティングや会議で共有して内容を保護者とも共有し、話し

合い

のもと作成していきます。

14
児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか。 
7

・日々の経過記録表に支援計画を記載し、計画に沿った支援が

行えるようにしています。

支援記録を記入する際に、計画書に沿った内容を書くようにし

ている。

15

こどもの 適応行動の状況を、標準化されたツールを用いた

フォーマルなアセスメントや、日々の行動観察なども含むイ

ンフォーマルなアセスメントを使用する等により確認してい

るか。
6 1

・職員間では経過記録を作成、保護者とは連絡帳やメール、お

電話、送迎時などでこまめに聞き取りができる状況を作り、確

認できるようにしています。

・スタッフ全体を通してフォーマルなアセスメント、イン

フォーマルなアセスメントの理解や確認について再度、共通認

識を高めて支援に繋げていきたい。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童

発達支 援の提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及

び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されてい

るか。 7

・定期的にアセスメントを行い、本児と保護者のニーズに沿っ

た個別支援計画を児童発達支援ガイドラインに基づいて作成し

ています。

・段階的に課題に取り組めるような支援内容に設定している。

・具体的に一人ひとり細かく書かれていて支援していくにあ

たって児童とのかかわり方など色々と考えることができる。

・支援内容などさらに、共有と振り返りを行い支援に反映させ

て

いきます。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。

7

・職員のアイデアを取り入れプログラム作成を行っています。

活動毎に役割分担がされていますが、準備や実施は協力して

行っています。

・活動内容の話し合いや振り返りを行っている。

・今後も継続して、話し合いのもと月のカレンダーを作成して

いきま

す。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。

7

・季節の行事を取り入れたり、クッキングなど児童の希望も聞

きながら日々の活動に変化をもたせるようにしています。

・年長クラスは就学へ向けたプラグラムを段階ごとに設定して

います。

・利用児童を把握して活動内容の振り分けも行っている。

・児童に合わせたプログラム内容で取り組んでいます。

・運動、SST、おでかけについては固定してますが内容を変え

て

計画を立てていきます。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わ

せて児童発達支援計画を作成し、支援が行われているか。
7

・児童の発達段階に応じた活動目標を設定しています。

・年長カリキュラムや運動療育など必要に応じて個々で対応し

ている。

・今後も年齢や特性に集団活動や個別活動を行っていきます。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる

支援の内容や役割分担について確認し、チームで連携して支

援を行っているか。 7

・当日の朝に1日の流れと担当を確認し連携して支援を行ってい

る。

・朝のミーティングで支援内容や役割の確認をしている。

・スタッフ全員が集まれる朝礼の時間をもっと有意義に使える

ように朝礼時刻を守ってしっかりミーティングしていきます。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われ

た支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7

・当日の振り返りを行い、連絡事項などの共有、情報交換を

行っています。

・時間がない日もあるがSNSを使用して全スタッフが内容を知

れるように共有いている。経過記入する際に様子を伝えあって

いる。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・

改善につなげているか。
7

・経過記録として個別計画の目標に沿った日々の支援の記録を

行っています。

・経過記録を記入する際に話しあい、共有し後日の朝礼にて支

援

内容が適していたか振り返っている。

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7

・計画期間に沿ったモニタリングを実施し、都度見直しを行っ

ています。

24

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との

会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画している

か。 7

・会議前に職員と情報共有を行った上で児童発達支援管理責任

者が参加しています。

・参加が可能なかぎりは、専門職のスタッフさんも同席し児童

の様子を共有しています。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、

保育、教育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えて

いるか。 5 2

・協力医療機関は定めており重要事項説明書にも記載して契約

時に説明しています。

・協力医療機関を定めており緊急時は連携することとしていま

す。改めて新入社員さん含め周知と理解を深めていきます。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン

推進の観点から支援を行っているか。また、その際、保育所

や認定こども園、幼稚園、特別支援学校( 幼稚部) 等との間

で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
7

・担当者会議や園への送迎時、必要な場面では電話で園と情報

共有を行っています。

27
就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校( 小学部) との

間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。
4 3

（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等

と連携を図り、地域全体の質の向上に資する取組等を行って

いるか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言

を受けたり、職員を外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等

へ積極的に参加しているか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じて

スーパーバイズや助言等を受ける機会を設けているか 。

32
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他

のこどもと活動する機会があるか。
6 1

・児童館や公園などの外出時にはそこを利用されている他のお

子様と交流を持つ機会がありました。

・移行支援のため、幼稚園に入園する児童の幼稚園体験を幼稚

園に協力いただき実施しています。

・保育園さんへ依頼を行ったが調整が困難となり今年度は交流

が

できなかった。次年度、交流の機会が持てるように検討してい

きます。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の

状況や課題について共通理解を持っているか。

7

・連絡帳でのやり取りや、送迎時にその日の様子を伝えたり、

保育園送迎でお会いできない保護者へは電話やメールなどでお

伝えするなど、常に情報共有するよう心掛けています。

・保育園に戻す際、密な連携が難しい場面があるためご家族の

都合も配慮しながら電話など口頭で様子をお伝えしていきま

す。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援

プログラム(ペアレント・トレーニング等) や家族等の参加で

きる研修の機会や情報提供等を行っているか。 4 3

・研修は実施していないが、外部で実施しているペアトレの案

内など情報提供を行っています。

・情報提供は行っていますが研修の機会は実施できていないた

め

人材や環境を整えたうえで研修の機会を検討していきます。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説

明を行っているか。
7

・契約時に重要事項説明書に沿ってご説明しています。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、

こどもや家族の意向を確認する機会を設けているか 。 7

・ご家族の意向を聞き取りした上で支援計画を作成し、ご確認

をいただいています。

・モニタリングでお話を伺い、要望を踏まえて作成していま

す。

本人の意向支援については未就学ということもあり子に合わせ

た

言葉で目標を伝えられるように

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から児童発達支援計画の同意を得ているか。
7

・児童発達支援管理責任者から説明を行い、同意をいただいて

います。

38
定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切

に応じ、面談や必要な助言と支援を行っているか。
7

・相談があれば保護者との面談や電話相談を行っています。 ・スタッフ間でもご家庭からの申し送りや連絡ノートに記載さ

れて

いるご相談など共有して、振り返りどのような支援が望ましい

か

対応できるようにしていきます。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等

により、保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をして

いるか。また、きょうだい同士で交流する機会を設ける等の

支援をしているか。

7

・毎月、保護者会の案内をし参加者がいれば開催しています。

・保護者会以外にも親子参加行事には多くのご家族に参加いた

だき、保護者さん同士やきょうだい同士での交流も見られま

す。

・参加される保護者の人数が少ない場面や感染症により中止が

続くこともあるため児童の年齢に分けて開催するなど多くの保

護者様が参加出来るように検討していきます。

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を

整備するとともに、こどもや保護者に周知し、相談や申入れ

があった場合に迅速かつ適切に対応しているか。 7

・相談があれば保護者との面談や電話相談を行っています。 ・相談があった際は、日程を調整し対面でお話や保護者様の都

合に合わせてお電話でも対応出来るよう今後も心がけていきま

す。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用するこ

とにより、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこども

や保護者に対して発信しているか。 7

・SNSを活用し日々の活動の様子や情報の発信を行っていま

す。

42 個人情報の取扱いに十分留意しているか。

6 1

・書類は鍵付きのキャビネットにて保管しています。

日々の活動を発信するSNSでは保護者や関係者のみの閲覧に制

限し、活動写真は顔出し有無を保護者の意向に沿って編集して

います。

・写真撮影など写真データの管理をさらに徹底して個人情報の

洩れがないよう心がけて行きます。

43
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮をしているか。

7

・配慮の必要な保護者へは口頭のみではなく、メールやLINEな

どの文章で見て分かる媒体を使うよう配慮を行っています。

児童に対しても絵カードを使い意思を伝えやすくなるよう配慮

しています。

・保護者様の要望ややむを得ない場合に合わせて連絡ノートの

種類など柔軟に対応出来るようにしています。

44
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業

運営を図っているか。
2 5

・事業所に地域の方を招いて交流する機会は実施できていませ

んが、地域の飲食店・相談支援事業所の協力をいただき行事の

際に訪問し交流を図っています。

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュア

ル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知

するとともに、発生を想定した訓練を実施しているか。 4 3

・各マニュアルをガイドラインに沿って策定しているが、保護

者や新入社員への周知が不十分なため今後行っていきます。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生

に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っている

か。 7

・BCPを策定、定期的な避難訓練を行っています。 ・訓練内容もSNSなどで発信し共有していきます。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を

確認しているか。
7

・契約時に保護者に確認を行っています。

・服薬対応の必要な児童に対しては保護者と相談のうえ行って

います。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づ

く対応がされているか。

7

・契約時にアレルギーの有無の確認を行っています。

・食物アレルギーのある児童の対応方法についても周知してい

ます。

・エピペンを使用する対象児童はいませんが、今後医師の意見

書の元その都度対応法を周知します。また、看護師のもとアレ

ルギー対応の研修も合わせて実施していきます。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必

要な措置を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行わ

れているか。 7

・年二回、火事と地震を想定した避難訓練と職員のみの救命講

習等の研修を行っています。

・安全計画を見直し、新入社員をふくめ職員や保護者への周知

と

安全点検を行っていきます。

50

こどもの 安全確保に関して、家族等との連携が図られるよ

う、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知して

いるか 。 6 1

・計画に基づいて、保護者との連携が図れるよう改めて周知を

行っていきたい。

51
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策に

ついて検討をしているか。
7

・常に職員間で共有し、再発防止に努めています。 ・新入社員さんへヒヤリハットの認識を共通理解するとともに

再発防止に繋げていきます。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な

対応をしているか。
7

・定期的に虐待研修を行い、職員間で虐待に対する対応方法を

共有しています。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組

織的に決定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を

得た上で、児童発達支援計画に記載しているか。
1

現在対象となる児童がいないが、今後必要となった場合は組織

で話し合い決定、ご家族にも了承をいただいたうえで計画に記

載していきます。

31

4 3
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